
東日本大震災・原子力災害からの
復興の加速化

生産基盤の復旧や被災農林漁業者の
支援、復興の加速化、風評の払拭

多様な担い手の確保・育成
農林水産業の担い手の確保・育成、
経営の安定・強化

生産基盤の確保・整備と
試験研究の推進

農地集積・集約化の推進、
農林水産業の生産基盤の整備、
戦略的な品種・技術の開発

戦略的な生産活動の展開
農林水産物の生産振興、
産地の生産力・競争力の強化

活力と魅力ある農山漁村の創生
農林水産業・農山漁村の多面的機能の
維持・発揮、快適な農山漁村づくり、
地域資源を活用した取組促進

＜令和６年度の目標値＞
○【高付加価値産地の拠点施設の

着工か所 1か所】
○【広葉樹林再生着手面積

372ha 】
○【ヒラメの種苗放流 130万尾】

○【新規就農者目標数 370名】

○【地域計画の策定率 100%】

○【新規林業就業者目標数 140名】

○【沿岸漁業新規就業者目標数 10名】

○【ほ場整備面積 400ha】
○【県民の森林づくりに提供した

苗木数 1,800本】

○【試験研究の成果 35件公表】

○【多面的機能支払事業による
農地の保全管理 68,974ha 】

○【地域へのマッチング支援により
創出された農村関係人口 60人】

○【治山事業着工か所 52か所】

令和６年１０月１８日
農 林 水 産 部

○【第三者認証ＧＡＰ等を取得している
経営体数 1,140経営体】

○【輸出拡大に向け支援を行った
産地数 ３産地】

○【県産水産物の
常設販売コーナー 19か所】

○【福､笑い 作付面積 200ha 】

○【ゆうやけベリー 作付面積 7ha 】

○【園芸生産拠点の育成数 5地区】
○【ＡＩ肉質評価システムの

活用 1,700頭】

需要を創出する
流通・販売戦略の実践

農林水産物の安全と信頼の確保、
戦略的なブランディング、
消費拡大と販路開拓

第２四半期（９月３０日時点）取組状況

福島県農林水産業振興計画に基づき令和６年度に実現すること

社会情勢に応じた対応

○【県外からの新規就農者数 60人】 ○【45名】（確定）

○【麦・大豆・そばの1ha以上の団地作付面積 4,115ha 】 ○【推進中】

○【飼料作付面積（畑地） 6,548ha 】 ○【6,340ha（８月末時点）】（推進中）

○【322名】（確定）

○【推進中】

○【推進中】

○【推進中】

○【392ha（着工面積）】
○【1,310本】（推進中）

○【試験研究実施中】

○【780経営体（7月末時点）】

○【推進中】

○【16か所】（推進中）

○【推進中】

○【206ha（契約率 55%）】

○【105万尾】（確定）
（６月24日～７月30日に実施）

○【68,011ha 】（推進中）

○【33人】（推進中）

○【 48か所契約済み】（推進中）

○【作付面積200ha 】（確定）

○【推進中】

○【2地区】他3地区では計画策定中

○【649頭実施（8月末時点）】

（推進中）

（推進中）

（推進中）

（推進中）


